
1

タ

イ

ト

ル:

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」2
7

登

場

人

物

剛

田

：

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

物

し

か

鑑

定

し

な

い

剛

田

質

店

の

店

主

。

優

雅

な

所

作

と

ク

セ

の

強

い

言

動

で

周

囲

を

巻

き

込

む

。

口

癖

は

「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」
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白

金

：

剛

田

質

店

の

見

習

い

鑑

定

士

。

普

通

の

感

覚

を

持

つ

が

、

剛

田

に

振

り

回

さ

れ

る

苦

労

人

。

来

店

客

（

田

中

）

：

『

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

イ

ト

製

の

バ

ー

ベ

ル

』

を

持

ち

込

む

。

筋

ト

レ

オ

タ

ク

で

、

独

特

な

筋

ト

レ

哲

学

を

持

つ

。

過

去

に

は

体

型

の

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

を

抱

え

て

い

た

。

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

：
場

面

転

換

や

雰

囲

気

を

説

明

。



3

シ

ナ

リ

オ

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

【

舞

台

は

豪

華

な

装

飾

が

施

さ

れ

た

質

店

の

店

内

。

ゴ

ー

ル

ド

の

家

具

や

絢

爛

な

装

飾

品

が

ず

ら

り

と

並

ぶ

。

】

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

：

「

こ

こ

は

剛

田

質

店

。
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

物

だ

け

が

集

ま

る

選

ば

れ

し

空

間

。

今

日

も

ま

た

、

ひ

と

つ

の

物

語

が

幕

を

開

け

る…

」

【

剛

田

が

店

の

奥

か

ら

優

雅

に

登

場

す

る

。

手

に

は

金

箔

の

フ

ァ

ン

を

持

ち

、

歩

く

た

び

に

シ

ャ

ン

シ

ャ

ン

と

装

飾

が

揺

れ

る

音

が

す

る

。

】

剛

田

：

「

さ

て

、
今

日

も

世

界

を

輝

か

せ

る

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

に

出

会

え

る

の

で

し

ょ

う

か

？

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」

【

白

金

が

奥

か

ら

大

急

ぎ

で

や

っ

て

く

る

。

手

に

は

帳

簿

を

持

っ

て

い

る

。

】
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白

金

：

「

剛

田

さ

ん

、
そ

ろ

そ

ろ

真

面

目

に

仕

事

し

ま

し

ょ

う

！

昨

日

も

売

上

が…

」

剛

田

：
（

優

雅

に

手

を

ひ

ら

ひ

ら

さ

せ

て

遮

る

）

「

白

金

く

ん

、

質

屋

と

い

う

も

の

は

数

字

で

は

な

い

の

で

す

！

心…
そ

う

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

心

が

全

て

！

」

白

金

：

「

そ

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

っ

て

基

準

、
結

局

何

な

ん

で

す

か…

？

」

剛

田

：

「

そ

れ

は…

感

じ

る

も

の

だ

！
」
（

両

手

を

広

げ

、

天

を

仰

ぐ

）

【

そ

の

瞬

間

、
店

の

扉

が

音

を

立

て

て

開

く

。
】

第

一

幕

【

客

が

店

に

入

っ

て

く

る

。

大

柄

で

筋

肉

質

な

男

性

、

田

中

が

重

そ

う

な

バ

ッ

グ

を

肩

に

掛

け

て

い

る

。

田

中

は

明

ら

か

に

筋

ト

レ

に

特

化

し

た

格

好

を

し

て

い

る

。

】
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田

中

：

「

失

礼

し

ま

す

！
こ

ち

ら

、
鑑

定

し

て

い

た

だ

き

た

い

も

の

が

あ

る

ん

で

す

が

！

」

【

田

中

の

声

は

異

様

に

大

き

い

。

剛

田

と

白

金

は

思

わ

ず

耳

を

ふ

さ

ぐ

。

】

剛

田

：
（

耳

を

抑

え

な

が

ら

）

「

こ

れ

は…

た

だ

な

ら

ぬ

オ

ー

ラ

！

あ

な

た

が

持

っ

て

き

た

も

の…

ま

さ

か

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

の

で

は

？

」

白

金

：
（

困

惑

）

「

剛

田

さ

ん

、
ま

だ

何

も

見

て

ま

せ

ん

よ

！

」

田

中

：

「

あ

、
す

み

ま

せ

ん

！
テ

ン

シ

ョ

ン

上

が

っ

ち

ゃ

っ

て…

僕

、
筋

ト

レ

好

き

な

ん

で

す

！

で

も

た

だ

の

筋

ト

レ

じ

ゃ

な

い

！

『

美

と

力

の

融

合

』

を

目

指

し

て

る

ん

で

す

！

」

剛

田

：
（

目

を

輝

か

せ

て

）

「

な

ん

と

！
筋

肉

の

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

を

追

求

す

る

と

は…

あ

な

た

、

た

だ

者

で

は

あ

り

ま

せ

ん

ね

！

」
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【

田

中

が

バ

ッ

グ

を

開

け

る

。

中

か

ら

き

ら

き

ら

と

輝

く

バ

ー

ベ

ル

が

登

場

。

】

田

中

：

「

こ

ち

ら

、
『

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

イ

ト

製

の

バ

ー

ベ

ル

』

で

す

。

美

し

く

て

、

し

か

も

最

高

の

バ

ラ

ン

ス

が

取

れ

て

い

る

ん

で

す

！

」

剛

田

：

（

バ

ー

ベ

ル

を

見

て

目

を

丸

く

す

る

）

「

な

ん

と

い

う

こ

と

で

し

ょ

う

！

こ

れ

は

筋

肉

と

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

完

全

な

る

融

合

！

素

晴

ら

し

い

！

」

白

金

：

「

い

や

い

や

、
こ

れ

ど

う

考

え

て

も

普

通

じ

ゃ

な

い

で

す

よ

！

そ

も

そ

も

使

う

人

い

る

ん

で

す

か

？

」

田

中

：

「

僕

で

す

！
こ

れ

で

ス

カ

ル

ク

ラ

ッ

シ

ャ

ー

し

て

ま

す

。

正

直

、

超

キ

ツ

イ

ん

で

す

け

ど

、

そ

れ

が

最

高

！

」

剛

田

：

「

素

晴

ら

し

い

哲

学

！
筋

肉

を

超

え

た

美…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

心

が

伝

わ

り

ま

す

！

」



7

【

田

中

が

ふ

と

表

情

を

柔

ら

か

く

す

る

。

】

田

中

：

「

実

は…

昔

は

体

が

す

ご

く

細

く

て

、

ず

っ

と

そ

れ

が

コ

ン

プ

レ

ッ

ク

ス

だ

っ

た

ん

で

す

。

何

を

や

っ

て

も

筋

肉

が

つ

か

な

く

て

、

自

信

が

持

て

な

か

っ

た

。

で

も

こ

の

バ

ー

ベ

ル

と

出

会

っ

て…

い

や

、

正

確

に

は

、

こ

の

美

し

さ

に

惹

か

れ

て

出

会

い

が

始

ま

っ

た

ん

で

す

。

」

【

剛

田

、

目

を

輝

か

せ

て

田

中

の

話

に

聞

き

入

る

。

】

田

中

：

「

こ

の

バ

ー

ベ

ル

を

使

う

よ

う

に

な

っ

て

、

体

が

変

わ

り

、

気

持

ち

も

変

わ

っ

た

ん

で

す

。

今

で

は

、

筋

ト

レ

を

通

じ

て

人

生

の

輝

き

を

感

じ

ら

れ

る

よ

う

に

な

り

ま

し

た

！

」

【

剛

田

、

涙

を

流

し

な

が

ら

胸

を

叩

く

。

】

剛

田

：

「

ブ

ラ

ボ

ー

！
こ

れ

ぞ

、
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

力

だ

！

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

な

品

が

人

を

輝

か

せ
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る…

あ

な

た

の

人

生

そ

の

も

の

が

、

私

の

心

を

震

わ

せ

る

で

は

あ

り

ま

せ

ん

か

！

」

【

剛

田

、

大

げ

さ

に

片

膝

を

つ

い

て

両

手

を

広

げ

る

。

】

剛

田

：

「

こ

れ

こ

そ

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

い

や

、

超

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

！

」

白

金

：

（

冷

静

に

ツ

ッ

コ

ミ

）

「

剛

田

さ

ん

、

そ

れ

鑑

定

関

係

な

い

で

す

よ

ね

。

」

第

二

幕

【

剛

田

、

ル

ー

ペ

を

使

っ

て

バ

ー

ベ

ル

を

念

入

り

に

チ

ェ

ッ

ク

す

る

。

】

剛

田

：

「

輝

き

、
硬

度

、
そ

し

て

こ

の

色

の

変

化

！

こ

れ

は

本

物

の

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

イ

ト

。

し

か

も

こ

の

サ

イ

ズ…

価

値

は

計

り

知

れ

ま

せ

ん

！

」

白

金

：

「

で

も…

こ

れ

、

使

い

道

が…

。

」
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剛

田

：
（

ル

ー

ペ

を

置

き

、
真

剣

な

顔

で

）

「

白

金

く

ん

、

使

い

道

な

ど

些

細

な

こ

と

で

す

！

美

し

い

も

の

は

そ

れ

だ

け

で

価

値

が

あ

る

！

」

【

剛

田

、

突

然

バ

ー

ベ

ル

を

両

手

で

持

ち

上

げ

る

。

周

囲

が

驚

愕

す

る

。

】

剛

田

：

「

見

な

さ

い

！
こ

れ

が

芸

術…

鍛

錬

の

美

し

さ

！

」

【

剛

田

、
ス

カ

ル

ク

ラ

ッ

シ

ャ

ー

を

実

演

す

る

。

優

雅

な

動

き

だ

が

途

中

で

体

が

ガ

ク

ガ

ク

震

え

始

め

る

。

】

剛

田

：

「

ほ

ら

、
こ

れ

が…

真

の…

鍛

錬

と

い

う

も

の

だ

！

（

息

切

れ

）

」

白

金

：
（

鋭

い

口

調

で

）

「

剛

田

さ

ん

！
無

理

し

な

い

で

く

だ

さ

い

！

」

剛

田

：
（

顔

を

引

き

つ

ら

せ

な

が

ら

）

「

こ

れ

も…

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の…

た

し

な

み

だ

！

」



10

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

【

剛

田

、

最

終

的

な

価

格

を

提

示

す

る

た

め

に

胸

を

張

る

。

】

剛

田

：

「

こ

の

品

物

、
ゴ

ー

ジ

ャ

ス

さ

が

極

ま

っ

て

い

ま

す

。

価

格

は…
3,000

万

円

！

」

田

中

：

「

そ

、

そ

ん

な

高

値

が

つ

く

ん

で

す

か

！

？

筋

ト

レ

し

て

て

良

か

っ

た

ー

！

」

白

金

：

「

待

っ

て

く

だ

さ

い

！
本

当

に

そ

ん

な

値

段

で

買

い

取

る

ん

で

す

か

？

」

剛

田

：（

ウ

ィ

ン

ク

し

な

が

ら

）
「

も

ち

ろ

ん…

だ

が

、

こ

れ

を

手

放

し

た

く

な

い

！

」

エ

ピ

ロ

ー

グ

【

翌

日

。

剛

田

、

店

内

で

優

雅

に

振

る

舞

う

が

動

き

が

明

ら

か

に

ぎ

こ

ち

な

い

。

顔

に

は

苦

悶

の

表

情

が

浮

か

ん

で

い

る

。

】
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白

金

：

「

剛

田

さ

ん

、
も

し

か

し

て…

筋

肉

痛

で

す

か

？

」

剛

田

：
（

慌

て

て

背

筋

を

伸

ば

し

）

「

違

い

ま

す

！

こ

れ

は…
た

だ

の

風

雅

な

疲

労

感

と

い

う

も

の

だ

！

」

白

金

：
（

呆

れ

な

が

ら

）

「

も

う

無

理

し

な

い

で

く

だ

さ

い

よ…

。

」

ナ

レ

ー

シ

ョ

ン

：

「

こ

う

し

て

ま

た

、
剛

田

質

店

に

新

た

な

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

が

加

わ

っ

た

の

で

あ

っ

た

。

次

回

、

『

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

お

宝

鑑

定

家

～

「

う

～

ん

、

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

！

」28

』

を

お

楽

し

み

に

！

」

尺

割

（

暫

定

）

オ

ー

プ

ニ

ン

グ

（7

分

）



質

店

の

豪

華

な

雰

囲

気

描

写

（1

分

）
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

剛

田

と

白

金

の

掛

け

合

い

（5

分

）



田

中

が

来

店

し

、

導

入

部

（1

分

）

第

一

幕

（1
5

分

）


田

中

の

背

景

紹

介

と

バ

ー

ベ

ル

の

登

場

（5

分

）



剛

田

の

大

げ

さ

な

リ

ア

ク

シ

ョ

ン
（3

分

）



田

中

の

過

去

と

筋

ト

レ

哲

学

の

エ

ピ

ソ

ー

ド

（7

分

）

第

二

幕

（2
0

分

）



鑑

定

シ

ー

ン

（10

分

）

o

細

か

い

描

写

で

ア

レ

キ

サ

ン

ド

ラ

イ

ト

の

特

性

を

熱

弁

o

剛

田

の

感

動

と

白

金

の

冷

静

な

ツ

ッ

コ

ミ



剛

田

が

ス

カ

ル

ク

ラ

ッ

シ

ャ

ー

を

実

演

（7

分

）
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o

優

雅

な

動

き→

体

が

ガ

ク

ガ

ク→

白

金

の

一

喝


剛

田

の
「

ゴ

ー

ジ

ャ

ス

の

哲

学

」
を

語

る

（3
分

）

ク

ラ

イ

マ

ッ

ク

ス

（1
0

分

）


買

取

価

格

発

表

（5
分

）



剛

田

と

田

中

の

大

げ

さ

な

歓

喜

（3

分

）



白

金

の

現

実

的

な

ツ

ッ

コ

ミ

で

締

め

（2

分

）

エ

ピ

ロ

ー

グ

（8

分

）



剛

田

が

筋

肉

痛

で

ぎ

こ

ち

な

い

動

き

（5

分

）



白

金

と

の

掛

け

合

い

で

オ

チ

（3

分

）

全

体

合

計

：

約

6
0

分
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